
防災・減災、国土強靱化のための緊急対策の継続及び対象事業の拡充等を求める緊急提言 道全協こうち

近年、頻発化・激甚化する自然災害や、発生の切迫度がより高まる南海トラフ地震への備えを高め、住民の命を守る
ためには、国土強靱化対策の継続が不可欠
また、必要な事業を前倒しすることで、新型コロナウイルス感染症収束後の経済の活性化に向けた取り組みの牽引にもつながる
加えて、将来コストの縮減に向けた予防保全への転換のためには老朽化予算の確保が必要

■整備状況

■凡例

高知県の道路（国道以上）
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高知東部自動車道 阿南安芸自動車道

四国横断自動車道
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四万十市

三原村

越知町

須崎市

安芸市

E55 E55

E32

：高規格幹線道路等
（開通済み・４車線）

：高規格幹線道路等
（開通済み・２車線）

：高規格幹線道路等
（事業中区間）

：直轄国道

：補助国道

：高規格幹線道路等
（調査中区間）

：主なIC、JCT

※事業中区間のICの名称は一部仮称

：開通予定

：重要港湾

494

令和３年
秋頃

令和４年度
○○

※高知県調べ（R1.11時点)

整備延長
237Km

盛土・法面
120Km

停電・節電
60Km

耐震
48Km

無電柱化 5Km

越波・津波 4Km

地域の経済活動を支え、災害時の避難・救助等

に不可欠な道路ネットワークが一部完成

道路は、中山間地域の生活と経済活動を唯一

支える基礎的インフラである。

本県においては、この基礎的インフラの整備が

遅れており、整備には多額の費用が必要

成果

高知県の道路事業における
３か年緊急対策の現状

【総事業費：193億円】

■社会資本整備重点計画における
「国土強靱化対策」必要事業費(R3～R7)

※県及び市町村事業の合計
※高知県調べ（R1.11時点)

例）トンネル・橋梁などによるバイパス整備

・対象：高知県の道路事業（県と市町村の合計）
・期間：平成30年度～令和２年度（３年間）

道路の
緊急対策

重要インフラの緊急点検結果等を踏まえ、地域

の経済や生活を支える道路の機能維持を図る

例）土砂災害等の発生を防止・回避するための、

道路法面対策や改良事業など

３年間の集中投資で効果を発現

33

中山間地域には強靱化対策が必要
な箇所がまだまだ存在

バイパスの整備や橋梁の耐震補
強等が加速化

トンネルを含む中山間地域の
バイパス整備等を加速!

緊急対策の継続及び対象事業の拡充により

仁淀川町

今後5年間の必要事業費

合計約1,230億円
年に約247億円が必要

E56

目的

課題

４
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２

３

５

■四国８の字ネットワーク

E55
E56

E32

E11

E11

令和２年度

令和２年夏頃

【提言項目】

高知県

一、防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策の継続及び対象事業の拡充
一、ダブルネットワークの構築など国土強靱化に資する社会資本整備予算の確保
一、予防保全への転換に向けた老朽化対策に必要な予算の確保



■被災状況

安芸市

市役所

香美市

芸西村

香南市

安田町

田野町

迂回

馬路村

北川村

林道

徳島県

安芸川

・道路の被災： （県39件、市94件）

・集落の孤立： （82世帯 137人）

133件

８カ所
【被災総額 約51億円】

【 最大２週間､迂回解消4ヵ月】

防災・減災、国土強靱化のための緊急対策の継続及び対象事業の拡充 道全協こうち

緊急対策の継続及び対象事業の拡充による異常気象時通行規制区間の解消（国道33号）

緊急対策の継続及び対象事業の拡充により、災害への備えを高めるとともに地域の安定した経済活動を大きく支える

災害復旧から国土強靱化への移行（平成30年７月豪雨における安芸市の事例）

国 道

55
ROUTE

一般国道

主な県道

主な市道

被災箇所（6～10箇所）

被災箇所（1～5箇所）

孤立集落

■被災状況 国 道

195
ROUTE

県道安芸物部線

安芸川

安芸市街地方面

別役（べっちゃく）
6世帯8人

畑山（はたやま）
28世帯44人

安芸市街地方面

市道安芸ノ川線

大規模な崩壊により
県道が流失

土砂や流木が堆積し
市道が100m以上寸断

県道大久保伊尾木線

安芸市街地
方面

高さ 約60ｍ

幅 約50ｍ

１

３２
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２

３
市内各地で

甚大な被害が発生
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四万十市
黒潮町

四万十町

愛媛県

■国道441号口屋内バイパスの整備状況

381

56

四万十市
西土佐総合
支所

防災上危険箇所の被災状況

H27.9

高速道路
直轄国道

補助国道

防災上危険箇所

【詳細図】

※H24道路防災総点検

441

国道441号通行状況

H29.9

距離:約95Km
時間:約120分

【迂回時】

※出典：国土地理院撮影の空中写真
（2015年撮影）

口屋内トンネル
L=1.8Km

未

緊急対策の継続及び対象事業の拡充による防災上危険箇所の回避（国道441号）

２

１ ２

１

西土佐総合支所方面四万十市役所方面

距離:約35Km
時間:約40分

【平時】
四万十市役所

バイパス
整備区間

落石・崩壊
約30回／年
※H27∼R1平均

迂回による負担

約３倍

四万十市役所ー西土佐総合支所

5か年で
整備可能

・急峻な山と四万十川に挟まれた国道441号の
整備はトンネル等によるバイパス型式

バイパス整備による
防災上危険箇所の回避

「３か年緊急対策」
による事業中箇所

緊急対策の
拡充及び対象事業の継続

・多額の費用・期間を必要とするトンネルの施工
には３年間での効果発現が困難

平成３０年７月豪雨
災害復旧費

緊急対策事業費
（H30∼R2）

約51億円

約35億円

約2千万円

■安芸市における３か年緊急対策の現状
※県と市の管理道路の合計

年間復旧費の

約13倍

実施額

この３年間は豪雨災害からの復旧が最優先

２緊急対策の継続及び対象事業の拡充による防災上危険箇所の回避（国道494号）
■須崎港のセメント輸出量

■国道494号（佐川～吾桑ＢＰ）投資予算の推移

※H30年の上位３位136万t
出典：港湾統計

105万t
95万t

須崎港(高知県)

０

１５
億円

１０
億円

５
億円

H27 H28 H29 H30 H31 R２

バイパスの整備により平時・災害時を
問わない安定的な通行を確保

３か年緊急対策

斗賀野、須崎１工区
着実な整備

前倒しで須崎３工区
Ｒ２開通予定

により事業が
大幅に進捗

した継続した
予算の確保

約8.6億円

約15.8億円

宇部港(山口県)徳山下松港(山口県)

輸出量日本一
（国内の約20％）

須崎市

須崎港

須
崎
東

国道
56

E56

土佐市佐川町
国道33号方面

須崎
３工区

斗賀野
工区

須崎
１工区

未

未

完

国道
494

勝森山

２

１

▲大型トラックとのすれ
違いが困難な区間が存在

▲R2開通予定の須崎３工区

旧道

佐川～吾桑ＢＰ

セメント 等
台湾、中国（香港）、関東方面へ

Ｒ２年度末開通予定 約２倍

須崎港への安定的な
物流の確保が重要

２

１

セメント原材料の
けい石を年間約20万t産出

須崎３工区

残る工区の完成には

拡充
継続

残りはこの工区のみ！
完成により利用者の

安全性が飛躍的に向上！

１

２

３

４

「３か年緊急対策」の
活用により事業完了

本格的な強靱化対策はこれから!!

国土強靱化のために
本来必要な予算

■国道33号（越知町～仁淀川町）の
異常気象時通行規制状況

松山市方面

仁淀川町橘地区（R2.1）

旧道

越知町横倉地区（R1.8）

仁淀川町

越知道路２工区

越知町 越知町役場

整備済

橘防災利用状況

大規模岩盤崩落

危険箇所

橘中津トンネル L=1,877m
＜橘防災事業イメージ図＞

地すべり・岩盤崩落危険箇所をトンネルで回避！

松山市方面

高知市方面

松山市方面
大規模地すべり

危険箇所

高知市方面

国道
33

・沿線地域の暮らしを支える唯一の直轄国道
・大規模災害時の円滑な救援部隊の進出等を支える「命の道」

（H29～R1の平均）

継続的
な予算
の確保

高知市と松山市を結ぶ国道33号は･･･

■国道33号（越知町～仁淀川町）の落石等の
危険箇所における対策実施状況

仁淀川町役場

仁淀川町内の全線、越知町内の約９割が規制区間

×
×

・安全で安心な日々の
暮らしの確保

危険箇所の解消

・地域防災力の向上

×
×

×
×

×
×
×
×

×
×

×
× ×

×

×
×

×
×

直轄国道

補助国道（県管理）

主要地方道

直轄国道（整備中）

異常気象時通行規制区間

× 落石・崩壊危険個所(1～5箇所)

※ R1道路防災点検結果に基づく

直轄国道（整備済）

国道33号において

１

２

整備中

Ｒ４開通予定

バイパス区間現道区間

整備中

×
×

×
× ２

１

異常気象時通行規制区間

※ 国道33号越知町～仁淀川町の災害に対する
脆弱区間については、防災機能向上や
幹線道路の機能強化等に係る調査を進める

※R1道路防災点検結果
（対策が必要な箇所を抽出）

対策完了
12箇所

未対策

23箇所

危険箇所の

およそ65％が未対策

年間約100時間の
通行止めが発生!

「３か年緊急対策」の
活用により事業完了
橘防災 Ｒ2.1開通

約34億円必要



Ⅳ:構造物の機能に支障が生じている、又は生
じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講
ずべき状態

ダブルネットワークの構築など、国土強靱化に資する
社会資本整備予算の確保

道全協
こ う ち

予防保全への転換に向けた
老朽化対策に必要な予算の確保

道全協こうち

国土強靱化に資する道路整備など、喫緊の課題解決と
並行した老朽化対策の推進

【推計方法】
・点検結果を踏まえ予測した判定区分に基づき、設計費・工事費を計上（県と市町村管理橋梁の合計）
・判定区分ⅢおよびⅣは５年（次回点検時まで）で対策を完了
・判定区分Ⅱは路線と橋梁の重要度が高い順に対策を実施し、10年以内に対策を完了（一部５年以内）

●高知県及び市町村管理橋梁の１巡目点検結果（H26～H30）

1巡目点検 2巡目点検 3巡目点検 4巡目点検

予防保全への転換には

予算確保が必要

100

50

（億円）

判定区分Ⅱ

（60％）

判定区分Ⅳ
66橋(1％）

予防保全の観点から
対策が必要な橋梁

60％

●高知県及び市町村管理道路の予算の推計【高知県推計】

R1年度当初予算を上限として、橋梁老朽化対策費の増加と同じ割合で、全構造物の老朽化対
策費が増加すると仮定。
なお、橋梁耐震・法面防災費はR1年度当初予算と同程度額に設定。緊急対策分・単独分除く。

100

200

300
（億円）

H25 R1 R3(推計)

※出典：高知県道路課

H25 27 30 R2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

12

判定区分Ⅰ

（26％）

136
27

32

224

27

73

:実績（当初予算） :推計

55

●予防保全への転換に向けた必要予算の推計 【高知県推計】

1,623橋
判定区分Ⅲ

H25→R３

７倍

３巡目点検
判定区分Ⅱへの対応

１巡目点検
判定区分Ⅲへの対応

２巡目点検
判定区分Ⅲへの対応

３巡目点検
判定区分Ⅲへの対応

１巡目点検
判定区分Ⅱへの対応 ２巡目点検

判定区分Ⅱへの対応

46

63

：改築費等

：老朽化対策費

：橋梁耐震・法面防災費

Ⅰ:健全

Ⅱ:構造物の機能に支障が生じていないが、
予防保全の観点から措置を講ずることが
望ましい状態

【判定区分】

91

H25→R３

７倍以上

改築費等を圧迫！

確保が必要
老朽化対策予算の

※改築費等は国土強靱化に

資する整備等のために
必要

28

150

四国８の字ネットワークの整備により、様々な自然災害への備えを高める

ダブルネットワークの構築により、県内全域の地域防災力が向上予算の
確保

大月町

土佐清水市

三原村

四万十市宿毛市

大月町役場

E56

国道321号は
長期浸水で寸断 ■県道中村宿毛線のバイパス整備による効果事例

■県道中村宿毛線等の状況
（総合防災拠点）

国道

56

１

大月町役場宿毛市総合運動公園

バイパス整備

平
田

宿
毛
和
田

28

県道

災害支援災害支援

（総合防災拠点）

災害支援

災害支援

西南地域における
重要な進出・輸送ルート

「命の道」

東洋町方面

3ヶ月以上も
全面通行止め

北川村和田（H27.６）

約200ｍ

北川村安倉（H30.７）

■国道55号の被災（越波）状況

■国道493号の被災（落石・崩壊）状況
２

１

徳島県方面

台風・豪雨

年平均約10日間も
全面通行止めが発生

室戸市佐喜浜（R1.10）

※５年間平均（H27～R1）

国道

493

３

約90ｍ

※平成30年７月豪雨

幡多けんみん病院
（災害拠点病院）

：
高規格幹線道路（整備済み）

：一般国道（国管理）
：一般国道（県管理）

：県道等

：重要港湾

×
×

落石・崩壊危険箇所
(10箇所～15箇所連続)：
：長期浸水想定区域

：
※H8総合防災総点検結果に基づく

：

長期浸水による寸断箇所

高規格幹線道路（整備中）

浸水区間外
約４割

２

南海トラフ地震

■国道55号・56号の津波浸水想定区間の割合

国道

33

１
国道

55

国道
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国道

56

四国８の字ネットワークの整備

ダブルネットワークの構築により
災害に強い強靱なネットワークを形成

（防災拠点）

（防災拠点）

◀県道中村宿毛線

▲狭隘なため車両のすれ違いが困難▲狭隘区間を走行する大型トラック

１ ２

（落石・崩壊危険箇所が存在する区間）

宿毛湾港

令和２年夏頃
開通予定

中村宿毛道路
（平田～宿毛和田）
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「３か年緊急対策」の
活用により事業完了
Ｒ２年度完成予定

石原地区 下切地区完

◀県道宗呂中村線

◀県道宿毛宗呂下川口線

県道中村宿毛線（下切～石原ＢＰ）の整備による地域防災力の向上（南海トラフ地震）

県内全ての市町村で
震度６弱以上が発生

沿岸部の幹線道路は
津波浸水により一時寸断

落石・崩壊危険箇所
が多数存在

落石・崩土を回避し、

円滑な支援部隊の進出や

支援物資の輸送を確保

バイパス完成

国道
321

５

Ⅲ:構造物の機能に支障が生じる可能性があり、
早期に措置を講ずべき状態

7,606橋

（13％）
3,293橋

宿毛市総合運動公園

： 高規格幹線道路等

： 高規格幹線道路等（整備中）

：直轄国道

：

：

： 津波浸水想定区間

補助国道

四国８の字ＮＷ
ミッシングリンク区間

ミッシングリンクに並行する

現道の約６割が津波で浸水
非常に脆弱！

２

予算の
確保


